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〔
商
法
　
四
〇
三
〕

商
法
二
八
○
条
ノ
三
ノ
ニ
の
規
定
に
違
反
す
る
新
株

発
行
の
効
力

（
鷺
疇
噸
纏
衝
雛
鐸
事
件
・
↓

判例研究

〔
判
事
事
項
〕

　
新
株
発
行
は
、
株
式
会
社
の
組
織
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
い

え
、
会
社
の
業
務
執
行
に
準
じ
て
取
り
扱
わ
れ
る
も
で
あ
る
か
ら
、

取
締
役
会
の
決
議
に
基
づ
き
、
会
社
を
代
表
す
る
権
限
を
有
す
る
取

締
役
に
よ
り
新
株
が
既
に
発
行
さ
れ
た
以
上
、
右
新
株
発
行
に
つ
き

商
法
二
八
O
条
ノ
三
ノ
ニ
所
定
の
公
告
又
は
株
主
へ
の
通
知
を
欠
い

て
い
て
も
、
右
新
株
発
行
は
有
効
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。

〔
参
照
条
文
〕

　
商
法
二
八
O
条
ノ
三
ノ
ニ
、
二
八
O
条
ノ
一
〇
、
二
八
O
条
ノ
一

五

〔
事
実
〕

　
Y
会
社
（
被
告
・
控
訴
人
）
は
、
昭
和
五
四
年
三
月
二
八
日
設
立

さ
れ
た
接
着
剤
の
製
造
及
び
販
売
、
ゴ
ム
製
品
の
販
売
等
を
事
業
の

目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
。
Y
会
社
の
発
行
す
る
額
面
株
式
一

株
の
金
額
は
五
〇
〇
円
、
発
行
す
る
株
式
の
総
数
は
四
万
株
で
あ
り
、

設
立
当
初
の
Y
会
社
の
発
行
済
株
式
総
数
は
一
万
株
、
資
本
金
は
五

〇
〇
万
円
、
そ
の
後
、
昭
和
五
七
年
四
月
一
日
に
増
資
さ
れ
て
発
行

済
株
式
総
数
は
二
万
株
、
資
本
金
は
一
〇
〇
〇
万
と
な
っ
た
。

　
平
成
三
年
三
月
当
時
、
Y
会
社
の
発
行
済
株
式
総
数
は
二
万
株
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
、
株
主
及
び
そ
の
持
株
数
は
、
A
（
四
四
〇
〇
株
）
、

X
（
原
告
・
被
控
訴
人
”
七
五
〇
〇
株
）
、
X
（
原
告
・
被
控
訴
人
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”
二
九
〇
〇
株
）
、
X
（
原
告
・
被
控
訴
人
”
四
〇
〇
〇
株
）
、
B

（
二
〇
〇
株
）
、
C
社
（
一
〇
〇
〇
株
）
で
あ
り
、
右
株
式
の
譲
渡
に

つ
き
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
そ
の
当
時
の
取
締
役
は
、
A
、
B
、
D
（
A
の
父
）
の
三
名
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

A
が
代
表
取
締
役
で
あ
り
、
監
査
役
は
、
X
で
あ
っ
た
。

　
Y
会
社
は
、
昭
和
五
七
年
に
工
場
、
事
務
所
、
倉
庫
、
地
下
タ
ン

ク
を
作
り
、
昭
和
六
〇
年
に
倉
庫
を
増
設
し
、
平
成
元
年
に
地
下
タ

ン
ク
を
増
設
な
ど
の
設
備
投
資
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
平
成
三
年
三

月
当
時
、
約
一
億
三
〇
〇
〇
万
円
の
借
入
金
が
あ
り
、
そ
の
利
息
の

元
本
の
支
払
に
年
間
約
二
五
〇
〇
万
円
を
要
す
る
た
め
、
運
転
資
金

に
不
足
を
来
す
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
A
は
、
Y
会
社
の
増
資

を
計
画
し
、
E
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
E
は
同
年
八
月
に
な
れ
ば
二

〇
〇
〇
万
円
程
度
出
資
で
き
る
と
答
え
た
の
で
、
取
り
あ
え
ず
出
資

金
を
自
ら
が
立
て
替
え
て
増
資
し
、
発
行
し
た
新
株
を
E
に
譲
渡
し

て
立
替
金
を
回
収
す
る
こ
と
で
E
の
了
承
を
得
た
。

　
Y
会
社
は
同
年
三
月
二
九
日
午
前
一
〇
時
、
Y
会
社
の
本
社
工
場

の
会
議
室
で
、
取
締
役
の
A
、
B
、
D
の
出
席
の
下
に
取
締
役
会
を

開
催
し
て
、
新
株
発
行
に
関
す
る
件
を
協
議
し
、
発
行
す
る
新
株
の

数
は
一
万
二
〇
〇
〇
株
と
す
る
、
右
一
万
二
〇
〇
〇
株
は
A
に
割
り

当
て
る
、
新
株
の
発
行
価
額
は
一
株
一
九
〇
〇
円
と
す
る
、
新
株
の

申
込
期
間
は
同
年
五
月
九
日
か
ら
同
月
二
三
日
と
す
る
、
発
行
価
額

中
資
本
に
組
み
入
れ
な
い
額
は
九
五
〇
円
と
す
る
、
株
金
の
払
込
み

を
取
り
扱
う
銀
行
は
株
式
会
社
武
蔵
野
銀
行
久
喜
支
店
と
す
る
こ
と

を
決
議
し
、
そ
の
旨
の
取
締
役
会
議
事
録
を
作
成
し
て
、
こ
れ
に
右

出
席
取
締
役
が
そ
の
各
記
名
の
名
下
に
な
つ
印
し
た
。
そ
の
際
、
A

は
、
B
に
対
し
、
こ
の
増
資
の
件
を
取
引
先
に
知
ら
れ
た
く
な
い
の

で
、
し
ば
ら
く
他
言
し
な
い
よ
う
に
頼
ん
だ
。
そ
の
後
、
A
は
右
の

　
　
　
　
　
　
　
ヨ

新
株
発
行
の
件
を
X
と
C
社
の
各
事
務
所
に
電
話
し
た
が
、
留
守
の

た
め
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
。
Y
会
社
は
、
他
に
、
右
新
株
の
払
込

期
日
で
あ
る
同
月
二
三
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
商
法
二
八
○
条
ノ
三

ノ
ニ
所
定
の
公
告
も
株
主
へ
の
通
知
も
し
な
か
っ
た
。

　
A
は
、
平
成
三
年
五
月
二
〇
日
、
Y
会
社
に
対
し
て
、
申
込
証
拠

金
二
二
八
O
万
円
を
添
え
て
、
新
株
一
万
二
〇
〇
〇
株
の
引
受
け
の

申
込
み
を
行
い
、
株
金
二
二
八
○
万
円
の
払
込
み
を
な
し
、
翌
日
本

件
新
株
発
行
の
効
力
が
生
じ
た
。
そ
の
後
、
同
月
三
〇
日
、
A
、
B
、

D
が
出
席
し
て
Y
会
社
の
取
締
役
会
は
開
催
さ
れ
、
A
は
引
き
受
け

た
右
新
株
一
万
二
〇
〇
〇
株
の
う
ち
、
二
〇
〇
株
を
D
に
、
一
万
株

を
E
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
Y
会
社
は
、
同
年
六
月
三

日
付
け
で
、
A
に
六
二
〇
〇
株
の
、
D
に
二
〇
〇
株
の
、
E
に
一
万

株
の
各
株
券
を
発
行
し
、
右
各
人
は
こ
れ
を
受
領
し
た
。

　
X
ら
は
、
取
締
役
会
の
不
存
在
な
い
し
無
効
、
株
主
の
新
株
引
受

の
機
会
喪
失
（
商
法
二
八
O
条
ノ
五
、
二
八
○
条
ノ
五
ノ
ニ
）
、
新
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株
発
行
事
項
の
公
告
・
株
主
へ
の
通
知
の
欠
如
（
商
法
二
八
O
条
ノ

三
ノ
ニ
）
、
代
表
取
締
役
の
権
限
濫
用
を
理
由
と
し
て
、
本
件
新
株

発
行
を
無
効
と
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
原
審
（
浦
和
地
裁
平
成
六
年
八
月
二
六
日
判
決
・
金
判
一
〇
二

号
一
五
頁
）
は
、
商
法
二
八
0
条
ノ
三
ノ
ニ
が
株
主
に
新
株
発
行
の

差
止
め
を
求
め
る
機
会
を
与
え
る
た
め
に
、
会
社
が
新
株
発
行
の
所

定
の
事
項
を
、
公
告
し
株
主
に
通
知
す
る
も
の
と
し
た
法
意
か
ら
み

れ
ば
、
株
主
が
右
公
告
を
知
り
、
あ
る
い
は
通
知
を
受
け
た
と
し
て

も
、
こ
れ
を
差
止
め
る
余
地
が
な
か
っ
た
と
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る

場
合
で
な
い
か
ぎ
り
、
右
公
告
、
通
知
を
欠
い
た
新
株
発
行
は
無
効

と
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
Y
会
社
は
本
件
新
株
発
行
に
関

す
る
事
項
に
つ
き
公
告
せ
ず
、
か
つ
株
主
で
あ
る
X
ら
に
通
知
を
し

な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
本
件
新
株
発
行
は
こ
の
点
で

蝦
疵
が
あ
り
、
本
件
新
株
発
行
に
よ
り
A
の
Y
会
社
に
対
す
る
支
配

権
が
逆
転
し
た
こ
と
、
A
は
B
に
対
し
本
件
新
株
発
行
を
X
に
は
秘

密
に
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
た
こ
と
、
資
金
調
達
の
緊
急
の
必
要
は

認
め
が
た
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
件
新
株
発
行
は
著
し
く
不
公
正

な
る
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
差
止
め
が
認
容
さ
れ
る
余
地

が
あ
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
X
ら
の
請
求
を
認
容

し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
Y
会
社
は
第
一
審
と
同
様
の
理
由
で
控
訴
し
た
。

〔
判
旨
〕

　
原
判
決
取
消
・
請
求
棄
却

1
　
X
ら
は
、
本
件
新
株
発
行
に
つ
い
て
の
取
締
役
会
決
議
は
不
存

在
で
あ
る
か
、
ま
た
は
取
締
役
会
の
招
集
通
知
を
欠
い
て
い
る
か
ら

無
効
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
前
記
認
定
の
と
お
り
、
Y
会
社
は
、

平
成
三
年
三
月
二
九
日
、
取
締
役
が
全
員
出
席
し
て
、
取
締
役
会
を

開
催
し
、
本
件
新
株
発
行
を
決
議
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
X
ら
の

右
主
張
は
失
当
で
あ
る
。

2
　
X
ら
は
、
次
に
、
本
件
新
株
発
行
に
つ
い
て
の
取
締
役
会
決
議

が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
平
成
三
年
五
月
こ
ろ
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
Y
会
社
は
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
商
法
二
八
○
条

ノ
五
、
二
八
○
条
ノ
五
ノ
ニ
に
規
定
の
適
用
を
受
け
、
同
法
二
八
0

条
ノ
五
第
一
項
所
定
の
事
項
を
株
主
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
怠
っ
た
か
ら
、
本
件
新
株
発
行
は
無
効

で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
前
記
認
定
の
と
お
り
、
右
取
締
役
会
決
議

は
、
改
正
法
の
施
行
前
で
あ
る
同
年
三
月
二
九
日
に
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
本
件
新
株
発
行
に
つ
き
、
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
商

法
二
八
O
条
ノ
五
ノ
ニ
、
二
八
O
条
ノ
五
の
規
定
の
適
用
は
な
く
、

改
正
附
則
一
四
条
に
よ
り
、
改
正
法
施
行
後
も
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
X
ら
の
右
主
張
は
、
そ
の
前

提
を
欠
き
失
当
で
あ
る
。
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3
　
Y
会
社
が
右
電
話
を
か
け
た
こ
と
を
も
っ
て
、
本
件
新
株
発
行

に
つ
い
て
商
法
二
八
O
条
ノ
三
ノ
ニ
所
定
の
株
主
へ
の
通
知
が
さ
れ

た
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
控
訴
人
が
他
に
同

条
所
定
の
公
告
も
株
主
へ
の
通
知
も
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
前
記
認

定
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
株
発
行
は
、
株
式
会
社
の
組
織
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
と
は
い
え
、
会
社
の
業
務
執
行
に
準
じ
て
取
り
扱
わ
れ
る

も
で
あ
る
か
ら
、
取
締
役
会
の
決
議
に
基
づ
き
、
会
社
を
代
表
す
る

権
限
を
有
す
る
取
締
役
に
よ
り
新
株
が
既
に
発
行
さ
れ
た
以
上
、
右

新
株
発
行
に
つ
き
商
法
二
八
O
条
ノ
三
ノ
ニ
所
定
の
公
告
又
は
株
主

へ
の
通
知
を
欠
い
て
い
て
も
、
右
新
株
発
行
は
有
効
で
あ
る
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
。
け
だ
し
、
右
規
定
に
よ
る
公
告
又
は
株
主
へ

の
通
知
は
、
株
主
に
あ
ら
か
じ
め
新
株
発
行
事
項
を
知
ら
し
め
て
同

法
二
八
O
条
ノ
一
〇
所
定
の
場
合
に
新
株
発
行
差
止
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
新
株
の
発
行
は
、
株
主
と
の
関
係
だ
け
で
な

く
、
会
社
と
取
引
関
係
に
立
つ
第
三
者
を
含
め
て
広
い
範
囲
の
法
律

関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が

み
れ
ば
、
新
株
の
発
行
が
右
規
定
違
反
を
理
由
に
こ
れ
を
無
効
と
す

る
こ
と
は
、
会
社
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
の
安
定
性
確
保
の
見
地
か
ら

相
当
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

4
　
取
締
役
会
の
決
議
に
基
づ
き
代
表
取
締
役
が
新
株
を
発
行
し
た

以
上
、
新
株
が
著
し
く
不
公
正
な
方
法
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
右
新
株
発
行
の
効
力
は
左
右
さ
れ
な
い
と
解
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
新
株
発
行
は
、
仮
に
X
ら
主
張

の
代
表
取
締
役
の
権
限
の
濫
用
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て

も
、
こ
れ
を
も
っ
て
無
効
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
X
ら
の
右
主

張
も
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
な
お
、
最
高
裁
平
成
一
〇
年
七
月
一
七
日
判
決
（
判
例
時
報
一
六

五
三
号
一
四
三
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
八
五
号
一
三
四
頁
、
金
判
一

〇
五
七
号
一
五
頁
）
で
は
、
本
判
決
を
破
棄
し
て
第
一
審
判
決
を

正
当
と
認
め
た
。
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
新
株
発
行
に
関
す
る
事
項
の
公
示
（
商
法
二
八
O
条
ノ
三
ノ
ニ
に

定
め
る
公
告
又
は
通
知
）
は
、
株
主
が
新
株
発
行
差
止
請
求
権
（
同

法
二
八
O
条
ノ
一
〇
）
を
行
使
す
る
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
会
社
に
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
新
株
発
行
に

関
す
る
事
項
の
公
示
を
欠
く
こ
と
は
、
新
株
発
行
差
止
請
求
を
し
た

と
し
て
も
差
止
め
の
事
由
が
な
い
た
め
に
こ
れ
が
許
容
さ
れ
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
で
な
い
限
り
、
新
株
発
行
の
無
効
原
因
に
な
る
と

解
す
べ
き
で
あ
る
（
最
高
裁
平
成
五
年
（
オ
）
第
三
一
七
号
同
九
年

一
月
二
八
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
民
集
五
一
巻
一
号
七
一
頁
参
照
）
。

　
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
に
、
（
一
）
A
は
、
本
件
新
株
発
行
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に
つ
い
て
B
に
他
言
し
な
い
よ
う
に
頼
み
、
当
時
発
行
済
株
式
の
総

数
の
過
半
数
を
所
有
し
て
い
た
X
ら
に
秘
匿
し
て
お
こ
な
っ
た
も
の

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
（
二
）
本
件
新
株
発
行
に
よ
り
、
X

ら
の
持
株
は
過
半
数
を
割
り
込
む
こ
と
に
な
り
、
他
方
、
A
の
持
株

は
過
半
数
を
上
回
る
こ
と
に
な
っ
て
、
Y
会
社
に
対
す
る
支
配
関
係

が
逆
転
す
る
こ
と
、
（
三
）
本
件
新
株
発
行
が
取
締
役
会
で
決
議
さ

れ
た
の
は
、
商
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
六

四
号
）
の
施
行
日
で
あ
る
平
成
三
年
四
月
一
日
の
直
前
の
同
年
三
月

二
九
日
で
あ
っ
て
、
も
し
右
施
行
日
後
に
右
決
議
が
さ
れ
て
い
れ
ば
、

株
式
の
譲
渡
に
つ
き
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
款
の
定
め

の
あ
る
Y
会
社
の
株
主
で
あ
る
X
ら
は
新
株
引
受
権
を
有
す
る
こ
と

に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
こ
と
（
同
法
附
則
一
四
条
、
商
法
二
八
○
条

ノ
五
ノ
ニ
）
、
（
四
）
新
株
の
払
込
期
日
は
右
決
議
の
約
二
箇
月
も
先

で
あ
る
同
年
五
月
二
三
日
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
新
株
発
行
に
よ
り

増
資
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
直
ち
に
株
式
会
社
の
運
転
資
金
を
調
達
し

た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
Y
会
社
が
本
件
新
株
発
行
を
決
議
し
た
当
時
、

そ
の
公
示
を
し
な
い
で
本
件
新
株
発
行
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど

資
金
を
緊
急
に
調
達
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
は
い
い
難
い
こ
と
等
の

事
情
が
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
右
に
よ
れ
ば
、
本
件
新
株

発
行
は
「
著
シ
ク
不
公
正
ナ
ル
方
法
」
（
同
法
二
八
O
条
ノ
一
〇
）

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
到
底
い
え
ず
、
差
止
め
の
事
由
が
な
い
と

は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
前
記
の
通
知
又
は
公
告
を
欠
く
本
件
新
株

発
行
に
は
、
無
効
原
因
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

〔
研
究
〕

　
結
論
反
対

一
　
わ
が
商
法
で
は
二
八
0
条
の
ノ
一
五
以
下
に
よ
っ
て
新
株
発
行

無
効
の
訴
え
の
制
度
を
設
け
て
い
る
が
、
無
効
原
因
に
つ
い
て
は
規

定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
判
例
・
学
説

上
、
多
く
の
議
論
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
商
法
二

八
0
条
ノ
三
ノ
ニ
に
違
反
し
、
株
主
へ
の
通
知
・
公
告
を
欠
く
こ
と

が
新
株
発
行
の
無
効
原
因
に
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
学
説
上
、

有
効
説
・
無
効
説
・
折
衷
説
に
分
か
れ
て
い
る
。
本
判
決
は
商
法
二

八
0
条
ノ
三
ノ
ニ
の
規
定
す
る
株
主
へ
の
通
知
・
公
告
を
欠
く
新
株

発
行
の
効
力
に
つ
き
、
有
効
説
を
と
っ
た
唯
一
の
判
決
て
あ
る
。

二
　
有
効
説
は
、
取
引
の
安
全
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
商
法
二
八

○
条
ノ
三
ノ
ニ
に
違
反
す
る
新
株
発
行
も
有
効
と
す
る
（
河
本
一

郎
・
現
代
会
社
法
〈
新
訂
第
八
版
〉
二
六
九
頁
、
神
崎
克
郎
・
商
法

H
〈
第
三
版
〉
二
四
五
頁
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
無
効
説
は
、
商
法

二
八
○
条
ノ
三
ノ
ニ
の
立
法
趣
旨
に
鑑
み
、
株
主
の
新
株
発
行
差
止

請
求
権
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
、
本
条
に
違
反
し
た
新
株
発
行

を
無
効
と
解
す
る
（
田
中
誠
二
・
三
全
訂
会
社
法
詳
論
九
七
五
頁
、

坂
本
延
夫
「
公
示
義
務
を
欠
く
新
株
発
行
の
効
力
」
現
代
企
業
法
の
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理
論
と
実
務
二
三
八
頁
）
。
折
衷
説
は
新
株
発
行
事
項
の
通
知
・
公

告
を
欠
く
新
株
発
行
は
原
則
と
し
て
無
効
で
あ
る
が
、
同
新
株
発
行

に
商
法
二
八
○
条
ノ
三
ノ
ニ
違
反
以
外
に
綴
疵
は
な
く
、
新
株
発
行

の
差
止
を
求
め
る
根
拠
が
株
主
に
な
い
こ
と
を
会
社
が
立
証
す
れ
ば
、

新
株
発
行
無
効
の
訴
は
棄
却
さ
れ
る
と
解
す
る
（
鈴
木
竹
雄
n
竹
内

昭
夫
・
会
社
法
〈
第
三
版
〉
四
二
八
頁
、
居
林
次
雄
・
本
件
判
批

「
商
法
二
八
O
条
ノ
三
ノ
ニ
の
規
定
に
違
反
す
る
新
株
発
行
の
効
力
」

金
商
一
〇
二
号
四
一
頁
、
片
木
晴
彦
・
本
件
判
批
「
商
法
二
八
○

条
ノ
三
ノ
ニ
の
規
定
に
違
反
し
た
新
株
発
行
の
効
力
」
私
法
判
例
リ

マ
ー
ク
ス
一
九
九
七
〈
下
〉
三
頁
）
。

　
ま
た
、
新
株
発
行
事
項
の
通
知
・
公
告
と
い
う
手
続
上
の
暇
疵
の

み
で
は
新
株
発
行
は
無
効
と
な
ら
ず
、
違
法
あ
る
い
は
著
し
く
不
公

正
な
新
株
発
行
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
実
質
的
な
無
効
原
因
が
あ

っ
て
は
じ
め
て
新
株
発
行
は
無
効
に
な
る
と
解
す
る
説
（
通
知
・
公

告
義
務
違
反
の
無
効
事
由
の
主
張
・
立
証
は
原
告
に
あ
る
）
も
あ
る

（
北
沢
正
啓
・
会
社
法
〈
第
五
版
〉
五
四
三
頁
、
木
俣
由
美
・
本
件

判
批
「
商
法
二
八
0
条
ノ
三
ノ
ニ
の
規
定
に
違
反
す
る
新
株
発
行
の

効
力
」
商
事
法
務
一
五
二
五
号
九
四
頁
）
。

　
判
例
は
、
無
効
説
を
と
る
も
の
と
し
て
、
東
京
地
裁
昭
和
四
五
年

三
月
一
七
日
判
決
（
下
民
集
二
一
巻
三
・
四
号
四
二
四
頁
）
、
東
京

高
裁
昭
和
四
七
年
四
月
一
八
日
判
決
（
高
民
集
二
五
巻
二
号
一
八
二

頁
）
、
東
京
地
裁
平
成
元
年
九
月
二
六
日
判
決
（
判
時
二
二
三
三
号

一
五
六
頁
）
が
あ
る
。
折
衷
説
を
と
る
も
の
と
し
て
、
下
級
審
で
は
、

名
古
屋
地
裁
昭
和
五
〇
年
六
月
一
〇
日
判
決
（
下
民
集
二
六
巻
五

～
八
号
四
七
九
頁
）
、
東
京
高
裁
平
成
五
年
八
月
二
三
日
判
決
（
金

法
二
二
八
九
号
三
二
頁
）
、
本
判
決
の
原
審
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
最
高
裁
は
平
成
九
年
一
月
二
八
日
（
民
集
五
一
巻
一

号
七
一
頁
）
に
お
い
て
、
折
衷
説
を
採
用
し
た
。
こ
の
判
決
に
続
き
、

本
判
決
の
上
告
審
で
あ
る
平
成
一
〇
年
七
月
一
七
日
（
判
時
一
六
五

三
号
一
四
三
頁
）
も
、
折
衷
説
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
先
ほ
ど
も

述
べ
た
よ
う
に
、
有
効
説
に
立
つ
判
決
は
本
判
決
だ
け
で
あ
る
。

　
不
公
正
発
行
が
無
効
原
因
に
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
学
説

上
、
不
公
正
発
行
は
無
効
原
因
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
有
効
説
、
不

公
正
発
行
は
無
効
原
因
と
な
る
と
す
る
無
効
説
、
不
公
正
発
行
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
悪
意
の
引
受
人
ま
た
は
譲
受
人
が
新
株
を
保
有
す

る
か
ぎ
り
で
は
不
公
正
発
行
も
無
効
原
因
と
な
る
と
す
る
折
衷
説
が

対
立
し
て
い
る
。
判
例
で
は
、
有
効
説
を
と
る
も
の
と
し
て
、
釧
路

地
裁
昭
和
三
八
年
二
月
二
六
日
判
決
（
商
事
法
務
二
七
三
号
一
〇

頁
）
が
あ
る
。
折
衷
説
を
と
る
も
の
と
し
て
、
大
阪
地
裁
昭
和
六
三

年
一
二
月
二
一
日
判
決
（
金
判
九
五
六
号
九
頁
”
後
述
の
最
高
裁
判

決
の
第
一
審
）
、
大
阪
高
裁
平
成
元
年
一
二
月
二
二
日
判
決
（
金
判

九
五
六
号
八
頁
一
後
述
の
最
高
裁
判
決
の
控
訴
審
）
、
大
阪
高
裁
平
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成
三
年
九
月
二
〇
日
判
決
（
判
時
一
四
一
〇
号
二
〇
頁
）
、
神
戸

地
裁
平
成
五
年
二
月
二
四
日
判
決
（
判
時
一
四
六
二
号
一
五
一
頁
）

が
あ
る
。
最
高
裁
平
成
六
年
七
月
一
四
日
判
決
（
金
判
九
五
六
号
五

頁
）
は
、
有
効
説
を
と
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
、
新
株

発
行
は
、
株
式
会
社
の
組
織
に
関
す
る
も
の
と
は
い
え
、
会
社
の
業

務
執
行
に
準
じ
て
取
り
扱
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
右
会
社
を
代

表
す
る
権
限
の
あ
る
取
締
役
が
新
株
を
発
行
し
た
以
上
、
不
公
正
発

行
は
無
効
原
因
に
な
ら
ず
、
ま
た
、
新
株
発
行
は
会
社
と
取
引
関
係

に
立
つ
第
三
者
を
含
め
て
広
い
範
囲
の
法
律
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
り
、
効
力
を
画
一
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

理
由
に
、
発
行
を
計
画
し
た
取
締
役
が
新
株
を
引
き
受
け
て
現
に
保

有
し
、
発
行
会
社
が
小
規
模
な
閉
鎖
会
社
で
あ
る
な
ど
の
事
情
が
あ

っ
て
も
無
効
原
因
に
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
本
判
決
は

こ
の
判
決
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
新
株
発
行
の
無
効
原
因
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
無
効
説
と
有
効

説
と
折
衷
説
の
対
立
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
株
主
権
の
中
で
、
新
株

引
受
権
と
新
株
の
不
公
正
な
発
行
の
差
止
請
求
権
と
新
株
発
行
の
無

効
を
訴
え
る
権
利
を
ど
う
考
え
る
か
の
違
い
で
あ
る
（
拙
稿
「
新
株

発
行
の
法
的
性
質
」
中
部
学
院
大
学
・
中
部
学
院
大
学
短
期
大
学
部

研
究
紀
要
第
一
号
二
一
二
頁
）
。
現
行
法
上
は
原
則
と
し
て
株
主
に

新
株
引
受
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
新
株
発
行

に
お
け
る
株
主
の
支
配
的
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
差

止
請
求
権
と
無
効
訴
権
を
と
ら
え
な
い
考
え
方
（
有
効
説
）
と
、
新

株
引
受
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
新
株
発
行
に
お
け
る

株
主
の
支
配
的
利
益
を
保
護
す
る
も
の
と
し
て
差
止
請
求
権
と
無
効

訴
権
を
と
ら
え
る
と
い
う
考
え
方
（
無
効
説
）
で
あ
る
。
前
者
の
考

え
方
の
中
か
ら
、
保
護
さ
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
も
取
締
役
会
の
好

き
な
よ
う
に
さ
せ
て
は
な
ら
ず
、
既
存
株
主
の
支
配
的
利
益
に
影
響

を
与
え
る
目
的
を
も
っ
て
発
行
さ
れ
た
場
合
に
は
既
存
株
主
の
侵
害

さ
れ
た
支
配
的
利
益
を
救
済
す
る
方
法
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
考
え
方
（
折
衷
説
）
に
至
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
保
護

さ
れ
な
い
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
し
た
保
護
と
、
後
者
の
よ
う
に
保

護
さ
れ
る
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
し
た
保
護
は
大
き
く
異
な
る
こ
と

に
な
る
。

　
商
法
二
八
0
条
ノ
三
ノ
ニ
の
公
告
又
は
通
知
が
な
い
こ
と
は
無
効

原
因
に
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
、
無
効
説
と
有
効
説
・
折
衷
説

の
対
立
は
商
法
二
八
O
条
ノ
一
〇
と
商
法
二
八
0
条
ノ
三
ノ
ニ
の
関

係
を
ど
う
と
ら
え
る
の
か
の
違
い
で
あ
る
（
坂
本
延
夫
・
前
掲
壬
二

八
頁
）
。

　
昭
和
二
五
年
改
正
に
お
い
て
、
定
款
に
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、

新
株
の
発
行
に
関
す
る
事
項
は
、
す
べ
て
取
締
役
会
に
委
ね
ら
れ

（
昭
和
二
五
年
改
正
法
二
八
0
条
ノ
ニ
）
、
増
資
後
に
株
主
総
会
を
招
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集
し
て
新
株
の
募
集
に
関
す
る
事
項
の
報
告
を
な
す
こ
と
（
改
正
前

三
五
一
条
）
も
不
要
と
さ
れ
た
。
従
っ
て
株
主
は
昭
和
二
五
年
改
正

前
と
異
な
り
、
株
主
総
会
を
通
し
て
増
資
に
関
す
る
事
項
を
決
定
し
、

或
い
は
株
主
総
会
を
通
し
、
そ
の
自
治
的
監
督
を
な
す
と
い
う
途
を

与
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
（
鈴
木
竹
雄
H
石
井
照
久
・
改
正
株
式

会
社
法
解
説
二
三
九
頁
）
。
こ
の
点
に
鑑
み
、
昭
和
二
五
年
改
正
法

で
は
新
株
の
不
公
正
発
行
を
防
止
す
る
た
め
、
自
己
防
衛
手
段
と
し

て
株
主
の
発
行
差
止
請
求
権
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
行
差
止

は
新
株
の
発
行
を
事
前
に
差
止
め
よ
う
と
す
る
制
度
て
あ
る
か
ら
、

株
主
と
し
て
は
不
公
正
な
発
行
で
あ
る
か
否
か
を
知
る
機
会
を
も
つ

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
商
法
二
八
○
条
ノ
一
〇
の
規
定
す
る
新
株

発
行
の
差
止
請
求
権
の
実
効
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
公

示
手
続
は
法
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
新
株
引
受
権
を
有
す
る
者
の
権
利

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
公
示
手
続
と
し
て
、
商
法
二
八
○

条
ノ
四
と
商
法
二
八
○
条
ノ
五
が
新
設
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
新
株
発

行
に
際
し
て
株
主
そ
の
他
の
者
に
対
し
新
株
引
受
権
を
与
え
る
場
合

に
は
、
一
定
の
期
間
内
に
株
主
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
割
当
日
の
公
告

を
な
す
べ
き
こ
と
（
商
法
二
八
○
ノ
四
）
お
よ
び
新
株
引
受
権
を
有

す
る
者
に
対
し
失
権
予
告
付
の
申
込
催
告
の
通
知
ま
た
は
公
告
を
な

す
べ
き
こ
と
（
商
法
二
八
0
条
ノ
五
）
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
株
主
割
当
と
第
三
者
割
当
の
場
合
に
は
、
一
定
の
新

株
発
行
事
項
が
公
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
新
株
引
受
権
者
に
と
っ

て
新
株
発
行
の
事
実
は
明
ら
か
と
な
り
、
抜
打
ち
発
行
と
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
上
場
会
社
が
公
募
を
行
う
場
合
に
は
新
株
発
行
に
か

か
る
取
締
役
会
決
議
の
公
告
が
慣
例
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ

る
が
（
大
森
忠
夫
・
注
釈
会
社
法
（
5
）
七
〇
頁
）
、
会
社
に
よ
る

い
わ
ば
抜
打
ち
的
な
新
株
発
行
も
法
的
に
は
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
昭
和
三
〇
年
改
正
前
ま
で
は
、
新
株
引
受
権
の
有
無
は
定
款
の

絶
対
的
記
載
事
項
で
あ
り
、
ま
た
同
改
正
後
、
新
株
引
受
権
の
有
無

は
定
款
の
絶
対
的
記
載
事
項
で
は
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
昭
和
四

一
年
改
正
前
ま
で
は
第
三
者
割
当
の
場
合
に
は
株
主
総
会
の
決
議
と

株
主
総
会
に
お
け
る
説
明
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
一

年
改
正
に
お
い
て
、
商
法
二
八
O
条
ノ
ニ
第
二
項
は
、
「
株
主
以
外

の
者
に
新
株
の
引
受
権
を
与
え
る
に
は
」
か
ら
、
「
株
主
以
外
の
者

に
対
し
特
に
有
利
な
る
発
行
価
額
を
以
て
新
株
を
発
行
す
る
に
は
」

と
改
め
ら
れ
た
。
昭
和
三
〇
年
の
改
正
で
は
、
第
三
者
に
新
株
引
受

権
を
付
与
す
る
限
り
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ

り
、
既
存
株
主
の
支
配
的
利
益
を
考
慮
し
て
い
た
が
、
株
主
以
外
の

者
に
引
受
権
を
与
え
る
か
否
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
者
に
特
に

有
利
な
発
行
価
額
で
新
株
を
発
行
す
る
場
合
に
の
み
、
株
主
総
会
の

特
別
決
議
を
要
す
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
第
三
者

割
当
が
取
締
役
会
の
決
議
の
み
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
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の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
既
存
株
主
の
支
配
的
利
益
は
後
退

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
無
効
説
は
、
こ
の
点
を
補
い
、
株
主
の
支
配
的
利
益
を
保
障
す
る

手
段
と
し
て
、
商
法
二
八
0
条
ノ
一
〇
の
差
止
請
求
権
に
よ
り
新
株

の
発
行
が
適
法
か
つ
公
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、

商
法
二
八
0
条
ノ
三
ノ
ニ
が
昭
和
四
一
年
の
商
法
改
正
に
お
い
て
新

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
。
こ
れ
に
対
し
有
効
説
の
考
え
方

は
、
現
行
法
上
原
則
と
し
て
株
主
の
新
株
引
受
権
は
法
定
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
既
存
株
主
の
支
配
的
利
益
は
保
障
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
取
引
の
安
全
が
優
先
す
る
も
の
と
解
し
、

こ
れ
ら
の
二
つ
の
条
文
の
間
に
関
連
性
を
も
た
せ
な
い
。
折
衷
説
は
、

こ
れ
ら
の
条
文
に
関
連
性
は
も
た
せ
る
が
、
既
存
株
主
の
支
配
的
利

益
に
対
す
る
考
え
方
は
有
効
説
と
同
じ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
商
法
二
八
○
条
ノ
三
ノ
ニ
に
お
け
る
公
示
事
項
に
お
い
て
、

募
集
の
方
法
は
公
示
す
べ
き
事
項
で
あ
る
が
、
一
般
か
ら
の
公
募
の

場
合
に
お
け
る
割
当
の
方
法
は
公
示
す
る
必
要
は
な
い
と
解
さ
れ
て

い
る
（
味
村
治
「
商
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
解
説
（
4
）
」

曹
時
一
八
巻
一
〇
号
一
〇
一
頁
）
。
割
当
自
由
の
原
則
よ
り
、
応
募

者
の
中
か
ら
恣
意
的
に
取
締
役
側
の
者
に
割
り
当
て
る
場
合
に
は
不

公
正
発
行
の
問
題
を
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
折
衷
説
は
、
こ
の
よ
う

な
割
当
段
階
に
お
け
る
不
公
正
な
操
作
に
つ
い
て
商
法
二
八
○
条
ノ

三
ノ
ニ
は
無
力
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
（
鈴
木
H
竹
内
・
前
掲
三
八

四
（
注
）
34
）
。
し
か
し
、
不
公
正
発
行
を
差
止
理
由
と
し
て
定
め
て

い
る
商
法
二
八
0
条
ノ
一
〇
は
、
な
ん
ら
の
理
由
も
な
く
株
主
が
支

配
関
係
上
の
利
益
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
る
べ
き
こ

と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
（
坂
本
・
前
掲
二
四
一
頁
）
、
商
法
二

八
○
条
ノ
一
〇
の
差
止
請
求
権
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
新
設

さ
れ
た
商
法
二
八
O
条
ノ
三
ノ
ニ
に
お
い
て
も
、
取
締
役
会
の
割
当

の
権
限
濫
用
に
よ
り
失
わ
れ
る
支
配
上
の
利
益
を
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
新
株
発
行
の
無
効
原
因
を
考
え
る
際
に
、
判
例
に

お
い
て
も
学
説
に
お
い
て
も
、
利
益
衡
量
に
よ
る
考
え
方
が
有
力
で

あ
る
。
新
株
発
行
に
暇
疵
が
あ
る
場
合
に
は
、
既
存
株
主
の
利
益
の

保
護
と
取
引
の
安
全
の
保
護
の
要
請
を
比
較
衡
量
し
、
取
引
の
安
全

を
重
視
し
て
、
無
効
原
因
は
で
き
る
だ
け
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。
本
判
決
で
は
、
「
新
株
の
発
行
は
、
株
主
と
の

関
係
だ
け
で
な
く
、
会
社
と
取
引
関
係
に
立
つ
第
三
者
を
含
め
広
い

範
囲
の
法
律
関
係
に
影
響
を
及
ぽ
す
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
に
か
ん
が
み
れ
ば
」
と
し
、
取
引
の
安
全
を
、
債
権
者
ま
で
含
め

て
よ
り
広
い
範
囲
の
取
引
の
安
全
を
考
慮
し
て
い
る
。

　
平
成
五
年
以
降
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
新
株
発
行
の
無
効
原
因
に

つ
い
て
の
最
高
裁
判
決
が
出
揃
っ
た
が
、
取
引
の
安
全
を
根
拠
に
有
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効
無
効
を
決
す
る
考
え
方
か
ら
出
発
し
て
い
る
た
め
に
、
矛
盾
す
る

点
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
判
決
に
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
取
引
の
安
全
そ
の
も
の
に
対
す
る
考
え
方
も
判
決
に
よ
っ
て
違
っ

て
い
る
。
利
益
衡
量
に
よ
る
考
え
方
は
一
つ
一
つ
の
事
案
を
解
決
す

る
た
め
に
は
大
き
な
成
果
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
新
株
発
行
の
無
効
原

因
を
全
体
的
・
体
系
的
に
と
ら
え
る
観
点
か
ら
み
る
と
、
疑
問
が
生

じ
て
く
る
。

　
新
株
発
行
の
無
効
は
、
民
法
の
無
効
理
論
に
よ
っ
て
決
す
る
の
で

は
な
く
、
新
株
発
行
無
効
の
訴
（
商
法
二
八
O
条
ノ
一
五
）
に
よ
る

（
昭
和
二
二
年
改
正
前
は
、
一
般
原
則
に
従
い
、
何
時
で
も
誰
で
も

主
張
し
う
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
）
。
提
訴
期
間
は
発
行
の
日
よ
り

六
ヶ
月
で
あ
り
、
無
効
判
決
は
第
三
者
に
対
し
て
も
効
力
を
有
し
第

三
者
は
新
株
発
行
の
無
効
を
争
え
ず
、
将
来
に
向
か
っ
て
の
み
無
効

の
効
果
を
生
じ
る
。
ひ
と
つ
の
法
律
行
為
か
ら
大
量
の
権
利
を
生
み

出
す
と
い
う
、
こ
の
発
行
行
為
自
体
の
性
質
に
よ
り
、
新
株
発
行
の

無
効
の
訴
は
組
織
法
上
の
訴
と
し
て
の
性
質
を
有
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
新
株
発
行
の
無
効
の
訴
え
（
商
法
二
八
○
条
ノ
一
五
）
と
い
う

制
度
自
体
に
お
い
て
取
引
の
安
全
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
研
究
で
は
、
取
引
の
安
全
を
ま
ず
考
慮
す
る
の
で
は
な
く
、
新
株

発
行
の
法
的
構
造
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
件
の
新
株
発
行

の
効
力
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

四
　
新
株
発
行
行
為
と
は
、
取
締
役
会
決
議
と
い
う
意
思
表
示
を
要

素
と
し
、
公
告
又
は
通
知
、
新
株
引
受
契
約
（
申
込
と
割
当
）
、
払

込
と
い
う
法
律
事
実
の
形
成
に
よ
っ
て
成
立
す
る
法
律
行
為
で
あ
る
。

法
律
行
為
と
は
、
意
思
表
示
を
要
素
と
す
る
私
法
上
の
法
律
要
件
で

あ
っ
て
、
原
則
と
し
て
、
行
為
者
の
意
思
ど
お
り
の
法
律
効
果
を
生

じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
新
株
を
発
行
す
る
と
い
う
法
律
要
件
に
対

応
す
る
法
律
効
果
は
株
式
と
い
う
権
利
の
発
生
で
あ
る
。
（
岡
野
敬

次
郎
・
会
社
法
講
義
案
二
二
二
頁
「
新
株
発
行
の
法
律
上
の
性
質
に

つ
い
て
、
新
株
の
発
行
は
株
式
の
創
設
と
説
い
て
お
ら
れ
る
。
」
）

　
新
株
発
行
行
為
と
い
う
法
律
行
為
の
意
思
表
示
は
、
取
締
役
会
の

決
議
で
あ
る
。
こ
の
取
締
役
会
決
議
は
社
団
法
的
意
思
表
示
で
あ
る
。

新
株
発
行
に
関
す
る
取
締
役
会
決
議
は
新
株
発
行
行
為
と
い
う
法
律

行
為
の
意
思
表
示
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
決
議
自
体
も
、
法
律
行

為
の
一
種
で
あ
る
。
社
団
法
的
な
行
為
で
あ
る
た
め
に
契
約
の
よ
う

な
個
人
的
な
行
為
と
は
構
造
を
異
に
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
法
律
行

為
で
あ
り
、
取
締
役
会
決
議
と
い
う
社
団
法
的
な
法
律
行
為
の
成
立

要
件
は
、
招
集
お
よ
び
議
決
に
関
す
る
法
定
手
続
の
履
践
で
あ
り
、

そ
の
有
効
要
件
は
、
決
議
の
内
容
－
法
律
行
為
の
目
的
ー
が
確

定
し
て
お
り
、
可
能
で
あ
り
、
か
つ
適
法
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
株

主
総
会
決
議
に
つ
き
、
倉
沢
康
一
郎
・
分
析
と
展
開
商
法
ー
二
二
六

頁
）
。
取
締
役
会
の
手
続
上
ま
た
は
内
容
上
の
蝦
疵
が
あ
る
場
合
に
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つ
い
て
は
、
株
主
総
会
の
決
議
の
よ
う
な
特
別
な
制
度
が
用
意
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
一
般
理
論
に
よ
っ
て
決
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
内
容
が
法
令
・
定
款
に
違
反
す
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
招

集
手
続
ま
た
は
決
議
の
方
法
に
暇
疵
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
決

議
は
当
然
無
効
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
新
株
発
行
に
お
け
る
取
締
役

会
決
議
に
暇
疵
が
あ
る
場
合
に
は
、
新
株
発
行
行
為
の
意
思
表
示
で

あ
る
取
締
役
会
決
議
が
無
効
で
あ
る
の
で
、
新
株
発
行
行
為
は
無
効

と
な
る
。

　
商
法
二
八
O
条
ノ
三
ノ
ニ
に
お
け
る
公
告
又
は
通
知
は
準
法
律
行

為
で
あ
る
が
、
新
株
発
行
行
為
の
要
素
た
る
事
実
た
り
え
る
の
か
に

つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
昭
和
四
　
年
改
正

前
に
お
い
て
は
、
会
社
に
よ
る
い
わ
ば
抜
打
ち
的
な
新
株
発
行
も
法

的
に
は
可
能
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
五
年
改
正
前
に
お
い
て
は
、
株
主

総
会
を
通
し
て
増
資
に
関
す
る
事
項
を
決
定
し
、
或
い
は
増
資
後
の

招
集
さ
れ
る
株
主
総
会
で
の
新
株
の
募
集
に
関
す
る
事
項
の
報
告
を

通
し
（
昭
和
二
五
年
改
正
前
三
五
一
条
）
、
そ
の
自
治
的
監
督
を
な

す
と
い
う
途
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
会
社
が
新
株
を

発
行
す
る
際
に
株
主
が
そ
の
事
柄
を
知
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
株
主
自

ら
が
判
断
す
る
と
い
う
の
が
、
本
来
の
姿
で
あ
る
。
ロ
エ
ス
エ
ル
草

案
二
五
四
条
に
よ
る
と
、
「
会
社
ハ
申
合
規
則
二
予
定
シ
タ
ル
ト
キ

又
ハ
総
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
定
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
総
資
本
額
又
ハ
株
金
額

ヲ
増
減
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
」
と
あ
る
。
「
会
社
資
本
の
増
減
は
申

合
規
則
に
基
づ
き
ま
た
は
総
会
の
決
議
に
よ
る
べ
き
で
あ
り
、
株
主

の
同
意
を
経
な
け
れ
ば
そ
の
効
力
は
な
い
も
の
と
す
る
。
株
主
の
権

利
及
び
義
務
は
こ
の
た
め
に
本
質
的
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
説
明
が
あ
る
。
株
主
の
同
意
を
得
る
と
い
う

こ
と
は
、
株
主
は
当
然
、
そ
の
事
柄
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と

な
る
の
で
あ
る
。

　
昭
和
二
五
年
改
正
に
よ
り
授
権
資
本
制
度
を
採
用
し
た
た
め
に
、

新
株
発
行
の
権
限
は
株
主
総
会
か
ら
取
締
役
会
に
か
わ
っ
た
こ
と
に

端
を
発
し
、
昭
和
三
〇
年
の
改
正
を
経
て
、
昭
和
四
一
年
改
正
後
に

お
い
て
は
、
有
利
発
行
以
外
の
方
法
に
よ
る
新
株
発
行
に
つ
い
て
は
、

株
主
は
関
与
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
新
株
発
行
規
制
に
お

い
て
、
本
来
は
新
株
発
行
に
関
す
る
事
項
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
株

主
に
対
し
て
、
そ
の
欠
陥
を
法
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
が
、
商
法
二

八
0
条
ノ
三
ノ
ニ
で
あ
る
。
商
法
二
八
○
条
ノ
三
ノ
三
に
商
法
二
八

O
条
ノ
三
ノ
ニ
の
適
用
除
外
を
定
め
て
い
る
。
株
主
割
当
と
第
三
者

に
対
す
る
有
利
発
行
の
場
合
で
あ
る
。
株
主
割
当
の
場
合
に
は
株
主

の
新
株
引
受
権
の
確
保
の
た
め
に
株
主
に
新
株
発
行
事
項
が
公
示
さ

れ
、
第
三
者
に
対
す
る
有
利
発
行
の
場
合
は
株
主
総
会
の
特
別
決
議

が
必
要
と
な
る
の
で
、
改
め
て
公
示
義
務
を
課
す
必
要
は
な
い
の
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
商
法
二
八
○
条
ノ
三
ノ
ニ
の
公
告
又
は
通
知
、
株
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主
割
当
の
場
合
に
は
商
法
二
八
O
条
の
四
第
二
項
、
商
法
二
八
O
条

ノ
五
第
一
項
・
第
二
項
の
公
告
と
通
知
、
第
三
者
に
対
す
る
有
利
発

行
の
場
合
に
は
商
法
二
八
O
条
ノ
ニ
第
二
項
・
第
三
項
の
株
主
総
会

の
特
別
決
議
は
、
新
株
発
行
行
為
の
法
律
事
実
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

有
効
要
件
で
あ
る
。
新
株
発
行
に
お
け
る
公
示
事
項
を
欠
く
場
合
に

は
、
新
株
発
行
行
為
は
無
効
で
あ
る
。

五
　
以
上
の
こ
と
を
本
判
決
に
あ
て
は
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
ま
ず
、
取
締
役
会
決
議
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
現
実
に
取
締
役
会

を
開
催
し
て
そ
の
旨
の
決
議
を
し
た
も
の
で
は
な
く
、
右
決
議
は
不

存
在
で
あ
る
、
仮
に
右
決
議
が
存
在
す
る
と
し
て
も
取
締
役
会
の
招

集
手
続
に
は
蝦
疵
が
あ
り
、
右
決
議
は
無
効
で
あ
る
と
、
X
ら
は
主

張
し
て
い
る
が
、
認
定
さ
れ
た
事
実
を
も
と
に
、
判
決
で
は
取
締
役

が
全
員
出
席
し
て
、
取
締
役
会
を
開
催
し
、
本
件
新
株
発
行
を
決
議

し
た
も
の
だ
か
ら
、
手
続
上
の
暇
疵
は
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。
取

締
役
会
に
つ
い
て
は
取
締
役
全
員
の
同
意
で
招
集
手
続
が
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
（
商
法
二
五
九
条
ノ
三
、
商
特
二
五
条
）
、
そ
の
同
意

に
つ
い
て
も
、
取
締
役
の
全
員
が
協
議
し
て
決
定
し
た
と
き
は
、
招

集
手
続
を
経
な
い
旨
の
明
示
が
な
く
て
も
適
法
な
取
締
役
会
決
議
が

な
さ
れ
た
も
の
と
す
る
と
い
う
判
例
（
最
判
昭
和
三
一
年
六
月
二
九

日
民
集
一
〇
巻
六
号
七
七
四
頁
）
を
も
と
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
招
集
手
続
の
省
略
を
定
め
る
同
意
は
明
示
す
る
こ
と
を
要
す

る
と
考
え
る
の
で
、
本
件
取
締
役
会
決
議
に
は
手
続
上
の
暇
疵
が
あ

る
。
ま
た
、
本
件
新
株
発
行
の
取
締
役
会
決
議
は
平
成
三
年
三
月
二

九
日
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
割
当
の
通
知
（
商
法
二
八

O
条
ノ
五
第
一
項
）
を
す
る
必
要
は
な
い
。
次
に
、
内
容
上
の
綴
疵

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
発
行
す
る
新
株
の
数
は
一
万
二
〇
〇
〇
株
と

し
、
右
一
万
二
〇
〇
〇
株
は
A
に
割
り
当
て
る
と
い
う
決
議
は
問
題

と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
商
法
二
八
○
条
ノ
ニ
第
一
項
は
、
新
株

発
行
の
方
法
に
つ
い
て
株
主
割
当
お
よ
び
第
三
者
に
対
す
る
有
利
発

行
に
つ
い
て
の
み
取
締
役
会
の
決
議
を
要
す
る
と
定
め
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
の
で
、
取
締
役
会
が
新
株
発
行
の
方
法
を
定
め
な
か
っ
た
と

き
に
は
、
代
表
取
締
役
が
第
三
者
割
当
の
方
法
あ
る
い
は
募
集
の
方

法
を
決
定
で
き
る
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
本
件
の
場
合
は
取
締
役

会
で
、
発
行
す
る
新
株
す
べ
て
を
A
に
割
り
当
て
る
と
決
定
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
募
集
の
方
法
に
よ
る
場
合
は
、
取
締
役
会
に
割
当
自

由
の
原
則
が
あ
る
が
、
本
件
の
場
合
に
は
、
新
株
発
行
の
決
議
に
お

い
て
新
株
の
募
集
の
方
法
は
公
募
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
の
全
部
を

代
表
取
締
役
自
ら
が
引
き
受
け
て
払
い
込
ん
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
、

新
株
発
行
に
関
す
る
取
締
役
会
で
、
発
行
す
る
新
株
を
す
べ
て
代
表

取
締
役
に
割
り
当
て
る
と
い
う
決
議
を
し
た
の
で
あ
る
。
割
当
権
限

の
濫
用
の
内
容
を
も
つ
取
締
役
会
決
議
は
無
効
で
あ
り
、
よ
っ
て
、

新
株
発
行
行
為
は
無
効
と
な
る
。
新
株
引
受
契
約
を
す
る
の
は
代
表
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取
締
役
で
あ
る
が
、
取
締
役
会
の
決
議
が
無
効
の
場
合
に
は
、
新
株

引
受
契
約
と
い
う
法
律
行
為
に
よ
っ
て
発
生
す
べ
き
債
務
の
内
容
た

る
給
付
が
不
能
と
な
り
、
新
株
引
受
契
約
も
無
効
と
な
る
。

　
商
法
二
八
○
条
∠
ニ
ノ
ニ
に
お
け
る
通
知
・
公
告
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
本
件
は
、
株
主
割
当
、
第
三
者
に
対
す
る
有
利
発
行
の
場
合

で
は
な
い
の
で
、
株
主
に
対
す
る
通
知
・
公
告
が
必
要
と
な
る
。
株

主
に
対
す
る
通
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
商
法
は
特
に
規
定
を
し
て
い

な
い
の
で
、
電
話
に
よ
る
通
知
も
ひ
と
つ
の
方
法
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

し
か
し
、
本
件
で
は
、
X
と
C
社
の
事
務
所
に
電
話
を
し
た
が
、
相

手
方
が
留
守
の
た
め
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
通
知

が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
商
法
二
八
O
条
ノ
三

ノ
ニ
に
お
け
る
公
告
又
は
通
知
は
新
株
発
行
行
為
の
要
素
た
る
事
実

で
あ
り
有
効
要
件
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
本
件
の
場
合
、
公
告
も

株
主
へ
の
通
知
も
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
、
取
締
役

会
決
議
が
有
効
で
あ
っ
て
も
、
本
件
新
株
発
行
行
為
は
無
効
で
あ
る
。

　
本
件
新
株
発
行
が
い
わ
ゆ
る
不
公
正
発
行
に
あ
た
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
取
締
役
会
決
議
の
綴
疵
、
公
示
義
務
違
反
に
現
れ
て
い

る
よ
う
に
、
支
配
権
確
立
の
た
め
に
新
株
す
べ
て
を
代
表
取
締
役
が

自
ら
に
割
り
当
て
た
本
件
新
株
発
行
は
支
配
権
確
立
の
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
実
質
的
に
み
て
も
、
不
公
正
な
方
法
に
よ
る
新
株
発
行
で

あ
る
。
ま
た
理
論
的
に
み
て
も
、
本
件
新
株
発
行
行
為
は
代
表
取
締

役
と
し
て
の
権
限
を
濫
用
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
会
社
の
新

株
発
行
行
為
は
無
効
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
智
英
子
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